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子どもの声でつくる学校 
副校長 畠山 宏樹  

 今年度大宮小では、代表委員会を中心として「大宮小のきまり」の見直しに取り組んでいます。 

11 月 24 日（金）、代表委員会の代表児童が PTA 運営委員会の場で、大宮小のきまりの見直し案につい

てプレゼンテーションしました。PTA 本部役員からは、丸型鉛筆やシャープペンシルを使用する上での課

題や心配される点について、忌憚のない意見が出されました。12／１（金）の学校運営協議会において

は、きまりの見直し案が議題として取り上げられ、児童の考えや PTA 運営委員会で出された意見について

議論をしました。 

私が小学生の頃に、自分達で学校のきまりを見直し、それについて大人に意見を問う経験等した事があ

りません。代表委員児童は、自分達で検討と準備を重ね、大人に対して自分達の考えをはっきりと伝えて

いました。その姿に逞しさを感じながら、その環境を少し羨ましく思っていました。 

令和６年１月 16 日（火）代表委員児童が、決定した大宮小のきまりについて全校児童に発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のきまりは、３学期保護者会後の３月４日（月）から開始となります。シャープペンシルの使用は

見送られたものの、高学年の校外学習での使用は可能という結論に至りました。今後は、新しい大宮小の

きまりを運用しつつ、次年度の代表委員が中心となり見直しを継続していきます。 

 大宮小は、「人とつながる学校」、そして「子どもの声でつくる学校」を目指す学校像として掲げ、これ

からも歩んでいきます。児童一人ひとりが学校の一員だという意識をもつように、保護者の皆様も、お子

さんの声に耳を傾けつつ、励ましていただきたいと思っています。よろしくお願いします。 

～ 能登半島地震被災地支援の募金活動について ～ 

児童から、被災地支援の募金活動をしたいという声が挙がりました。代表委員がチラシの作成と募金の

呼びかけを行い、１月１７日(水)から募金活動が行われ、￥298822 の募金が集まりました。集まった募

金は、赤十字を通じて被災地に全額寄付いたしました。保護者の皆様もご協力ありがとうございました。 
 

教育目標：つよい子・考える子・助け合う子 杉並区立大宮小学校 

題字「大宮黌」（おおみやこう）勝 海舟 
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